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平成２３年９月１３日、神戸市立明親小学
校において、東南海・南海地震を想定した
津波避難訓練を実施しました。
この訓練は、東日本大震災における津波
被害を踏まえ、本校においても津波が襲来
した際に児童を安全に避難させることを目的
として、明親校区防災福祉コミュニティの皆
さん及び兵庫消防署の支援のもとおこなわれ
ました。
●訓練の内容
本校では地震発生後、児童を校庭に避
難させ、教職員により校舎の安全確認をお
こなった後、児童を校舎の２階以上に再避
難させる計画でしたが、兵庫県が公表した、
現行の津波予測値の２倍の高さ（兵庫区の
最大高さ4.2ｍ）を想定して、全児童を校舎
の３階以上に再避難させる計画に本年度か
ら変更しました。
なお、この訓練では教職員が地震発生か

ら避難完了までの時間測定をおこない、訓
練終了後、その結果をもとに明親防コミ及び
兵庫消防署にも参加いただいて検討会を開
催しました。
●訓練の課題
検討会では、明親防コミや兵庫消防署の

方から、停電時のことを考慮し拡声器などの
資器材を準備しておくことや、避難の際には
座布団などの身近なもので頭部を守りながら
避難することなどのアドバイスをいただきました。

また、津波襲来時には、本校に地域の
皆さんが避難される可能性があることから、
避難スペースの確保について検討しておく必
要があることを認識しました。
●訓練の成果
この訓練の成果として、全児童が短時間
で避難を完了できたことが挙げられます。こ
れは、明親防コミの方が避難の補助をしてく
ださったこと、教職員の的確な指示があった
ことで、大きな混乱もなく避難することができ
たのではないかと思います。そして、何より
子ども達が黙って真剣に訓練に取り組むこと
ができたのが大きな成果につながりました。
●今後に向けて
本校の児童にはこれからも地域住民の皆

さんと連携した防災訓練や防災学習を通じ
て、自分の命は自分で守ることの大切さを伝
えていきたいと思っています。
また、今回の訓練での課題を反映した避
難計画を策定し、災害に強い安全で安心な
学校づくりを推進していきたいと考えていま
す。

平成23年11月11日、私たち長田消防団
女性団員３人は、「第17回全国女性消防団
員活性化香川大会」に参加してきました。
この大会は、全国の女性消防団員が一
堂に会し、日頃の活動やその成果をアピー
ルするとともに、意見交換や交流を通じて連
携を深めることにより、女性消防団員の活
動の活性化を図ることを目的としています。
今年の開催地は香川県高松市。神戸か

らの所要時間３時間。綺麗であろう高速バス
の窓からの風景は、雨のため楽しめず、少し
残念な気持ちのまま会場の｢アルファあなぶ
きホール｣へと向かいました。意外と早く到着
し、余裕を持って大会に臨むことができまし
た。
大会には、全国から女性消防団員を中心

に、２,５００人もの人々が参加されていまし
た。
メインイベントのひとつである「活動事例発
表」では、４団体から発表がありました。
一番印象に残ったのは、実際に東日本大
震災を経験された青森市青森消防団の寸劇
でした。
大きな揺れを感じた時どう対処するか、普
段から何を用意しておくべきか、毛布と物干
し竿での担架の作り方、身近にある頭巾や
新聞紙を使った、足をケガから守る靴の作り

方などをわかりやすく表現されていました。ま
た、耳の聞こえない方をサポートできるよう、
私たち消防団員は最低限の手話の知識も必
要だということも学習しました。吉本新喜劇を
思わせるような、笑いあり、感動あり、そして
青森の方言もうまく織り込み、とても面白く興
味深い発表でした。
来年は秋田県での開催です。私たち長田
消防団の女性団員も、いずれこの大会のス
テージに立ち、皆さんの心に残るものを創っ
て、社会貢献したいと思います。
（長田消防団第１分団　団員　安松洋子）
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